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1980 年代から 90 年代にかけて、書評子は同僚二人とともにキュングが友
人かつ同僚であったヴァルター・イェンスと二人で発表した著書（ヴァルタ
ー・イェンス/ハンス・キュング『文学にとって神とは何か』新曜社、1988 年）
を翻訳したことなどから、キュングに二度ほど会って話をする機会を得た。当
時、穏やかながらはっきりと、「私はルターであるよりもエラスムスでありた
い。」と語り、微笑を浮かべたキュングの顔をはっきり覚えている。 
本書に戻って付け加えれば、神学者として名高いキュングが、自らの研究
所におけるプロジェクトとして「女性とキリスト教」をテーマに取り上げ、女
性研究者を支援したこと、それだけでなく、自著においてもキリスト教会内の 
書評 
 
111 
女性問題を正面から取り上げ、発表したこと、そして、その中で、フェミニス
ト神学を中心とする多くの女性研究者の研究成果を紹介していること。これら
は、フェミニズム研究の社会的認知と定着にとっても、重要な貢献であった言
えよう。 
200 頁に満たない小著ではあるが、教会史や神学、哲学史の深く十全な知識
を要求される本書が、最適の訳者を得て翻訳されたことは、大変喜ばしい。詳
細な注があるとはいえ、決して優しくはない内容ではあるが、訳文は大変読み
やすく、多くの読者に届くことを書評子としても衷心から願っている。 
なお、訳者は著者名のカナ表記を「キュンク」としておられる。これは原
綴の/ng/が日本語の「グ」で示される濁音ではない、ということからの表記で、
一つの見識である。ただ、標準ドイツ語では/ng/は〔ŋ〕という鼻濁音を示し、
書評子はこれを「グ」と表記するのが比較的間違いのない発音再現の可能性を
確保するように思うので、敢えて原稿中では「キュング」と表記した。これは
どちらもあり得る表記なので、その点に読者の注意を喚起するのも悪くはない
かとも考えた結果である。 
